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1.緒 言

エレベータは,設計,製作,組_た,試験の二1二場作業の後に,建築

物への据付工事,調整を経て商品となる特殊性を持っているが,稼

動後の保守部門を含め,それぞれの立場から高台巨率,高性能を目標

にして絶えず技術の検討を行なう一方,安全性の確保を重点的に保

寸しているので,すべての交通機関の中でもっとも安全性の高い乗

物である｡しかしながら,人命をあずかる輸送機関としてのエレベ

ータほ,安全のうえにも安全を図る保守管理が必要であるので,専

門技術老による合理的な計画保守が行なわれ七いる｡現在大手数社

のメーカーは直結した業務系体をもってメンテナンスサービスを行

なっているが,日立エレベータでほ,昭和31年よりメンテナンス部

門が独立し,現在,据付二l二事とメンテナンスの一興した業務体形で

所期の効果を収めている｡エレベータ技術も,多年の研究成果によ

り,エレクトロニクスの電子頭脳を持つ全自動群管理方式,超高層

ビル用の日立セラコソスタック方式など,日動化,高速化の新しい

方式が開発されており,保守管理もますます高度の専門技術が必要

とされている｡エレベータの事故を未然に防1Lし,寿命を助長させ

る予防保守を遂行するには,(1)専門技術者による保寸管理,(2)

管理者による保守管理とに大別されるが,本稿においてほこれら保

守管理の概要と効果を述べる｡

2.メンテナンスの概要

2,1保守管;哩の目的

エレベータほ人を輸送する縦の交通検閲であり,屯要なビル設備

として,安全性とあわせて,高性能,長寿命が要求される｡いかに

すぐjtた機能を持つ優秀な製品であっても,納入後の保守管理が不

十分であれば,撥諸芸の真価を発揮できないばかりでなく,機器の寿

命をも半減されることほ周知の事実である｡したがって事故を未然

に防I卜し,機器の寿命を助長する保守管理が望まれる｡この‾予防保

′､〕‥を遂行するには,(1)専門技術者により計画的な保11:作業を行な

い,機器の経年変化を確実にとらえた調整,修群による性能の維持,

(2)管理者による日常の泊掃と正しい取抜いの励行が必要である｡

2.2 保守契約の概要

これらエレベータの中門技術老による保守作業ほ,顧客との炎約

により行なうものであるが,契約内容によりP.0.G.メンテナンス

とH.M.メンテナンスの2種額がある｡

2.2.1P.0.G.メンテナンス(PqrIs-0盲l&GreロSe)

エレベータ各機器の中で,電矢指り御系統の各スイッチおよび接

点短は1日数千回も動作し,動作ひん度はきわめて大である｡接

点頬の摩末毛は他の機械部品に比較して早いものであるが,これら

電気消耗部1冒t全般の取替えと,保守作業上使用するオイル頸をメ

ンテナンス業者の責任のもとに補給しながら技術サービスを行な
*
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第1図 メンテナンスと性能推移

う制度である｡電気消耗普l娼占の早期取替えは事故防止のうえで最

も電要なことであり,この制度を実施すれば,点検中に不良消耗

部品を発見すると同時に取替えて,事故を未然に防I卜することが

できる｡

2.2.2 H.仙.(H汁8⊂hi山口inIenqn⊂e)

エレベータの電気消耗部品,オイル摂はもとより,棟械消耗部

品と機械類の破折修理および取替えまでを含めた,エレベータ棟

能のすべてを長年月にわたって保証する,いわば機械保険に技術

サービスを加えた制度で,予防保守の確立にはきわめて理想的な

方法であり,保守管理の主体をなしている｡エレベータ各部の機

器の性能変化および寿命は,使用状況,設琵条件によって一律で

ないが,P.0,G.メンテナンス,およびH.M.による保守管理を

行なった場合の性能推移傾向を弟1図に示す｡エレベータの性能

ほ①線のようiこ100%不変であることが理想であるが,動作する

機器はある程度の経年変化が当然避けられないものであるから,

事故を誘起する以前に不良部分の処置を行ない,完全な性能を維

持していくことがたいせつである｡曲線⑦ほ白家保守の場合を示

したものであるが,不良部品の取替えも十分に行なわれないので

老朽化も甲く,7～10年程度で使J軋L支障をきたす状態となる｡

曲線⑨ほ,P.0.G.を示している｡電気消耗部品の取替えと点検

調整を行なうことによって,性能の減衰ほ比較的緩慢なカーブを

描いている｡機械摩耗による修理をメンテナンス契約とは別に

4～5年の周期で行なう必要があり,表中の(昏ノ熟ま修辞時期を示し

たものである｡曲線④は,H.M.の場合を示し,讃描lの取替え,

機器の修理ほ常時の点検調整とあわせて迅速に行なうので,100%

性能維持を示したものである｡保守契約ほいずれも永年の実績よ

り積算し,使用状況にあわせた方法を選び,メンテナンス業者が

責任をもって管理するのできわめて効果的な管理方法である｡

2.3 メンテナンスの効果

昭和31年,メンテナンス部門が独立して以来の故障件数率の推移
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第2図 保＼1:台数と故障件数率

を第2図に示す｡ 故障件数率は‾F式による｡

故障件数率=一旦轡三軋×100(%)保守台数

R立エレベータほ,国内はもとより世界各方面に進出しているの

で,保寸台数はますます増加している｡この保守台数iこ対して絶え

ず行なっている製品の改良と徹底した保守管理の実績が結実し,故

障が減少していることを示している｡したがって,メソテナソスの

重要性を考えて,国内36箇所に営業所,出張所を照き,全国的な組

織網をもってサービスの万全を期している｡

3.保守管理の要点

エレベータは電気制御装株,電子装群,楼械装置の精密な相七二連

携動作によるものであるから,保守作業にほ幅広い知識と高度の技

術と確実な作業が必要であるし〕事故を未然に防1【二する保ノ､1二管理を大

別すると,(1)設悍されたエレベータの仕様の確認,(2)予防休`､-j:

rド業,(3)故障対筒と体質改発とに分項されるい

3.1仕様の確認

エレベータがいかに隊秀な棟能を持つ矧Ifl-1であっても,使用状況

が設置条件に適合しない場合には好ましくない糸古米を招くことにな

る｡納入時にはこれらを防r卜するために,殻撰者とメーカーにより

綿密な仕様の確認がなされるのであるが,計画時の打合わせの不十

分,計画の変更,使用状況の変化などにより,設置されたエレベー

タが使用に適さなかった事例があり,納入後の保守管理に大きな障

宍を残すことがある｡したがって納入されたエレベータの仕様の適

否の確認は,メンテナンス技術者がまず行なわなければならないこ

とである｡特に化学工場などのガス対策,製鉄所のじんあい対策,

冷凍倉庫の防湿対策などは,あらかじめ十分検討して設計,製作す

ることはもちろん,稼動運転にはいってからの点検に注意する必要

がある｡また,ビル内設置エレベータの輸送能力が現状に適してい

るかどうかなども稼動後の確認事項の一つである｡これらはいずれ

も安全管理上および稼動能率を良くするうえからも,保寸の初期に

おいて良否を確認しなければならない｡

3.2 予防保守作業の要点

保′､f作業を要約すると,点検,調整,給油,晴掃,修理とに分類

されるが,これらの作業は事故を未然に防止できる作業でなければ

ならず,機器の経年変化の推移を記録し,各エレベータごとのカル

テによる科学的な計両管堺でなければならない｡

3.2.1点 検

予防保守を遂行するために最も重要な作業は点検である｡エレ

ベータの各構造部分は1日数千何も動作する部分が非常に多くあ

り,これらの締付ゆるみ,摩耗,き裂,接触不良,電気絶縁不良

などはただちに事故の原因となるものであり,点検によりこれら

の異状を早期に発見し処置することが事故を未然に防止するうえ

で,最も重要なことである｡各棟器には設計値に基づいた点検基

口1tエレベータの保`､-j二管理
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T.Mc ウオームギヤ

(‾ダムウェ【タを含む)

Dr.Mc ギヤ

Ⅴ形Fctr.ギヤ.邪

平,かさ歯車

人形巻上機用減速ギヤ(裸J

人形巻L機用減速ギヤ〔ギヤケース什)

モータ

(プレーンベアりンブ､)

ケー1ジ,ビーム,Cwtプーリ

ドアハンカー'--ロー〉ラおよひ∴亡【タ

M-Gセットペアリング,ダムウェー一夕

スラストベアリ ング

B.C.D モータ

ベアリング(以上ポーー′+ペ7リング)

M-Gセットベアり ン

(ローラベアリングう

ひ ん 圧

新設またほギヤ取替時6箇月
以授年1Ld取替え,補給随時

!給油月1～2回以l二

6箇月以後年1l‖】取替え

補給随時

取替え年1凹

保守のつど給油

6箇月にl阿以[二給油

ペデスタルベアリング

Fctr.ベアリング

IND.Gov Mc.ケージ,Cwt ビーム

各プーリ(プレ【ンべ7リングう

3箇月に1川統帥

月1回以上毒矢蝕

ハッチドアハンガーレールおよぴロー-ラ

ケージドアハンガーレ【′Lおよぴロー･ラ

メインおよびCwtレー′L

IND2申･トーラ,ガfト7ロ▼--ラ,シソウ

ヒニ'･オン,十エーン,ヤ■‾′iン ウ,ニ1

その他作動ヒ■ン好i

鉄塔印エレ,ソノ'r【l

し屋外ジ〕も(ノ)う

抽入形ストノート, ■′′′′lトーーl,

寸†′L甘､ッシュ′トノト 抽入Mg.Br

寸イノLノ∴ソ‾′フ▼

ワ｢ヤロ=フ

2箇月に1回以卜給抽

月2凹以上給仙

Jll､2l▲哨詩仙

日2l山】以ト

ミ11勺二にIt‖1取梓え

取持え5年に1川

必一要に止てじて行′ヒ`う

準があるが,各機苫旨の動作原理,特性を習熟した専門技術者によ

F)蕨密な点検を確実に行なうことが必要である｡正確にものを見

るということはきわめてむずかしいことである｡また,誹覚や先

入感にとF)われて重要な現象を見過ごす事例も考えられるので,

正確な点検は重要な保寸作業の第一歩といえる｡

3.2.2 調 整

各機器は激しい動作を繰り返し行なうものであるから,経咋坐

化を確実にとらえ変化に応じた調較が必要である｡したがって加

減速,スタート,ストップ時のショック,ドア開閉の調整など待

機器の性能を十分発揮できるように調整するわけである｡また,

オく十分な調整は棟器の性能を半減するばかりでなく,市政の要lノ司

となることもあるので,必ず調薬基準に従って正しい調柴を行な

うべきである｡

3.2.3 給 油

機械の運動部分を円滑に動作させるためiこは澗附油が必要であ

り,給油は寿命を保つうえにも萌要な作業である｡特に回転,吋

勤部分には,その部分に適応した地質を選び,給油ひん度,帥鼓

は運動部分にあわせて行なうことがたいせつである｡給油のひん

虔に関してほメーカーの実験結果により滋も適当な回数が指定さ

れるのが普通である｡〕第1表はその一例を示したものである｡)給

油作業時特に注意することほ火気についてであり,油類の保管ふ

よび廃油の処]型ほ必ず顧客指定の場所へ格納または廃棄しなけれ

ばならない｡
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第2表 保 11て 作 業 計 画 予 定 表

月 別 月

12 3

月 月

週 の 区 分

保 守 作 業 日

1;2
3 1 2 3

2

週

逆転状況ノご入検(乗心地,レペ′し,異常音など)

機械室各部結締状況点検

各位閑鼠点検(花流値,ヒューズ,コンタクトなど)

F.ctr人気検(フィンガ,ギヤボックスなど)

機械関係点検(T.McGov.Mcシープなど)

Mg.Br動作点検

M-GsetおよびTr･M.点検(ベアリング,か-ポンプラッシュ,スリップリング,Com.温度)

ケージトーアレール注油

Dr.Swのロックおよび動作確認

ビ)ム,カウンタウェイト,ケージ各プーリ注油(プレーンペアリング)

セフティシュー動作点検(光電装置含む)

電話,非常ベルの点検

セフティスイッチ動作ノ点検

1

岱

月

手動装置確認

各ランプ点検

ケージ上姑掃

各オイラー抽出点検,レ【ノし油回り点検

2

箇

月

ピット内点検清掃(各スイッチ,テンショソプーリ,/てッファ)

主ロープのクリアランスノ･ごよ検

Dr.クローザおよびカムリンク点検

3

笛

月

Dr.Mcおよび同Sw動作点検

H.Drハンガーローラおよびレール清掃注油

H.DrおよびケージDrユキセンローラ点検

各Dr.Sw内乱･烹検

F.ctrカムコンタクタ椚密瓜検

カーライトカバー音符掃

セフティシュースイッチ内部点検

非常灯点検

Mg.Cam点検注油

L l
l

l

】∃
l

L

L
L

l
l

l

l

‾‾‾‾‾i
l‾‾

l
l‾▲‾

l

l
ll
l

】
l l

6

箇

月

1

年

制御盤各ポピソ机抗締付け l l l
テールコード点検

l 】

l

運転悠l勺配点枚 ‾‾■ll r 】

S.D.S粁i密点枚 l F l
/､ッチ押ボタン内終点険 llll,
セフティ回路各S町内弧屯検(Gov.Lt.F.ctr.Co.各Sw)

■

l
スチールテープ蒲掃 r

ランディソグマグネット点検

j-----!;ト＋+各ロープ摩耗状態およぴテンショソの点検

バランスチェーソ点換 巳 】

ガイドシ三一席耗状嵐点検 r l
絶 縁 測 定 l l
各ベアリング,グリス補給(M-G各プーリ,DrM.BCD.M.F.ctrスラスり ll l
Mg･Br分解手入れ詞紫 Ill
各安全矧組長検調乳確認 Il
塔 内 清 掃 ■

l

レ‾ルブラケットおよびクリップの締付け点検 Il ≦
各盤閑恥よびJ･Boxなどのクーけル締付け点検 l,l‾‾ 【. r
Motorのエアギャップ測定 l ■

T･Mcギヤ油交換および′てックラッシュ･スラスト測定
l;

Dr･Mcギヤ抽取替･スラスト測憲 l:
T･Mベアリング油取替 l .

i

F･CtrギヤBox油取替 I r
各ロ‾プに給油

l:l
オイルバソファの油取替(5年に1回)

ll‾
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3.2.4 清 掃

清掃は点検とあわせてメンテナンス作業の基本であ

る｡機械室,昇降路,かごなどすべてが精密な機械語詩具

の集まりであり,いずれもじんあいの集まりやすい場所

であるから清掃を十分に行なうことが必要である｡機諾詩

にじんあいが付着すると種々な動作陣門の原田となる事

例が多い｡電気回路部においては接触不良や不必要な凶

路を形成したり,楼械部分においてほ異状摩耗など,晴掃

の良否は事故原田につながる重要なものである｡また,

エレベータは交通機関としての重責と同時に,建築物の

装飾的要素も多分に持っているので,常に清潔にして乗

客が爽快な気分で安心して利用できるようにすべきであ

る｡かご内および各階出入ロドアなど簡単に行なえる清

掃は管理者側で行なわれるが,清掃方法については磯会

あるごとに指導することが必要である｡とかく安易に流

れやすい清掃作業であるが,保′､1ての基本作業として確実

に行なうことがたいせつである｡

3.3 体質改善処置

さきに,2.2保守契約の概要の項で述べたようにH.M.

契約においてほ特に老朽防止を目的としたものであるの

で,業者との契約により自動的に完全な性能維持が行なわ

れるが,自家保√､了:,または技術サービスだけという不十分

な管邦方法をとっている場合は,軒故以前に体質改善の人

修理または政道による二女食性の持続と高能率化なL栄lること

に軌迂しなければならない｡エレベータ(･こよi)人身‾酎政な

起こした常例はほとんどが管理不十分な老朽化したエレべ

-一夕iこよる災繋である｡,興状の兆帳が認めド)れた場合はた

だ仁)に専門技術賞の検禿を受け,根本的な対句芸を施すべき

である｡

r♭雌口軋fJlノ憾一

斗ーパナマシン

`iに軋碓`■E横‾--

ケl‾

うシ テ/ン 7

4.保 守 作 業

保守作業のひん度は,エレベータの仕様,設置条件,使

用状況などによF)異なるが,予防保守を目的とした合理的な作業計

内をたて,確実な作業の遂行により次のような周期で行なわなけれ

ばならない｡(a)DC,GL,4回/月,(b)DC,GD,2回/月,(c)

AC,2回/月,これは一般事務所ビルの10階床規模の標準例である｡､

超高層ビルおよび全自動群管理方式など,または特殊環境にあるエ

レベータについては状況に合わせて点検回数を考慮することも必要

である｡,実際の保寸作業ほ2名の技術者をもって行なうことを原則

としているが,これほ各機器が保守点検のやりやすいように改良さ

れてはいるものの,昇降するかご上での点検,機械室各棟号泣とかご

および塔内楼器の相互動作の確認など通電部分もあり,危険防止の

うえからこのように行なっているものである｡以下に保守作業の概

要を順を追って述べる｡

4.1作 業 準 備

保守作業を行なうにあたって,まず個々のエレベータについての

作業計画をたてる｡計両ほ機器の状態および使用状況にあわせた台

秤的なものであって,予防保守が確]モできるものでなければならな

い｡舞2表は計両予定表の一例を示したものである｡

作業に必要な工具は作業スケジュールをこ応じて令_1二具をi■馴tなく

準備する｡ペンチ,ドライ/ミなどの作業用臭から,電流計,電圧計,

メガーなどの計測器棋,懐中電灯,作業灯などを携行する｡また要

すればブロワ兼用のバキュームクリーナも準節する｡作業の前にほ

必ず管理者および運転者に会い,特に不具合な状態がないかを質し

て数回試運転を行ない,乗りごこち,着床状態,ドア開閉動作など
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第3図 昇 降 路 断 面 図

を点検しておき,機械室に掲示してある前記計画予定表によi)これ

からの作業電点箇所を調べて作業にはいる｡

作業の説明にあたり第3図に昇降路断面図を示す｡

4.2 機械室関係の保守

機械室には,電動発電機,巻上電動機,巻上機,受電盤,制御盤,

信号盤,フロアコントローラなど,エレベータ昇降装置の主要部が

設置されてこおり,いずれも精密な点検調整を必要とする部分である｡

作業ほ受電盤メインスイッチを切った後,行なうようにして安全を

期すべきである｡

4.2.1電動発電機および巻上電動機の保守

(1)懲流子,スリップリング,ブラシに異状な摩耗はないか｡

またブラシ接触面に異状がないかをノーさ､(検する｡

磐流子は栗色のなめらかな光沢面を宣しているのが最良の状態

で,変形摩耗があると火イ‾E発生の原l月となり,両流エレベータに

おいてほ着床誤差の原田となる｡

(2)回転中に振軌 騒音はないか｡

原田にはカップリングの接続または心出し不良,ベアリング不

良,ロータ重量バランス不良による共振などの場合があり,振動

が建物に伝わる例もある｡振動調査の際は振動源がほかにある場

令があるので細部にわたっての調査が必要である｡

(3)温度上昇に異状はないか｡室温にも関係するので磯械窒の

通風の悪いものは換気扇を取り付けるなど根本的な処置が必要で

ある｡
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4.2.2 巻上機の保守

ギャレスエレベータは巻上電動機に巻上シープが直結されて巻

上機となっているが,ギヤードニレベータは減速ギヤを介してシ

ープを駆動するので構造的にも相違があり,点検箇所も異なって

くる｡

(1)ウォームホイルの歯当たりは良いか,バックラッシュほな

いか,油の潤滑状態はどうかを点検する｡

歯当たりの悪いものは振動となってかごに伝わ`),またバック

ラッシュのあるものは,起動,停止時のショックとなってあらわ

れ,機械的にも歯面に衝撃を与えるので除去処置が必要である｡

なおスラストベアリングの点検もあわせて行なう｡ギヤ油は,振

軌 摩耗の防止に重要な潤滑剤になるので,十分回わっている状

態を保つことが必要である｡

(2)油漏れはないか｡ギヤケース継目からの油漏れはコソパウ

ンドを塗布して処置する｡

(3)トラクションシープに異状な摩耗はないか｡シープシャフ

トのベアリングに異状はないか｡みぞの摩耗はロープのすべ～)原

l去Ⅰとなる｡

ロープテンショソが均一でないと特別なみぞだけが摩耗するの

でロープテンショソ状態も確認する｡

(4)ブレーキ動作に異状ほないか｡ブレーキは最も重要な装置

であるので,シューの動作,ライニング,ブレーキドラム,コイ

ル,ブレーキスイッチの動作など細部にわたって点検するぐJ

4.2.3 ガバナマシンの保守

ガバナは弔要な二女仝装吊であり,指定速度を越えた場合にただ

ちに動作するように調懲されていなければならない｡ロープを確

実にキャッチするか,ウェイトフックの掛i)は良いか,振動など

で動作することばないかなど綿密iこ∴r､ミ検し詞幣する｡

ん2.4 受電盤,制御盤,信号盤関係の保守

制御系統の主要部を｢上iめる盤関係の保ノ､1:ほ屈も蚤要な部分で,

精密な動作を維持させるためには慎重な作業が必要であり,作業

後は必ず数回運転して各機器の動作を確認しなければならない｡

(1)各リレーの動作に異状ほないか｡接点接触面の荒れ,摩耗,

ワイプ,リード線など抑部について点検し調整する｡リレーの動

作不良はエレベータの機能を停止させる致命的な事故原因となる

ので,調整と同時に不良リレーについては部分的な修理よりもリ

レー本体を取替えることも必要である｡

(2)盤裏面配線の各ターミナル,ボビン抵抗ヲ熟こゆるみはない

か｡発熱,発錯しているものほないか｡

(3) タイマー,高速度電力継電器,その他計器類の動作に異状

はないか｡

(4) ヒューズフリー プレーカ,オーバロードリレーの動作の

確認｡

(5)各ヒューズ顆の点検｡ヒューズは規定容量以外のものを使

用してはならない｡ヒューズ溶断後の取替えは,溶断原因を確認し

他相または他極のヒューズも同時に取替えることが必要である｡

(6)電源電圧,周波数が正規に供給されているかを確認する｡

電圧変動率は定格電圧の±10%,周波数変動率ほ±5%まで許

容されるが,着床誤差の増加,乗りごこちの急変などの原i封とな

るので定期的に確認して筐くことも必要である｡

盤関係の保勺1も 保亡ミfのつど行なわれる点検調整のほかに,状

況により6箇月に1回程度ブロワにより清掃し,精密な点検調整

を行なうことが必要である｡

ん2.5 フロアコントローラの保守

(1)フィンガーの動作に異状はないか｡セグメントとの接触状

第4国 儀械室トラクショソモータ点検作業

態,セグメントの取付位置についても点検する｡

(2) カムスイッチ,カムコンタクトの動作の点検｡

(3)可動了一と掛金具の動作の点検｡

(4)マグネットに過熱はないか｡

(5)チェーソのテンションと給油,ギヤボックスの給油,スク

リューシャフトのスラストとベアリングの点検を行なう｡

そのほか細部にわたって点検調薬を行なうが,作業終r後は数い】l

運転し動作を確認することが必要である｡

機械各こは上述のほかに,直流エレベータのブラシ電圧降下補倍

装符,電話機などあるが,いずれも点検基準,作業計画表に基づき

十分な保`､1二作業を子fなうことが肝要である｡

第4図に機械室作業状況を示す〔〕

4.3 かご関係の保守

かごiこはエレベータ運転操作に必要な運転盤,ドア開閉装置,安

全装置などの主要部分が多く,またかご上での作業は危険を伴うも

のであるが,細部にわたっての点検が必要である｡またかご内の清

掃は乗客に爽快な印象を与えるたいせつな作業であり,通常ほ管理

者側で行なわれるが機会あるごとに確認が必要である｡かご関係の

点検を行なう場合,まず数回試運転を行ない,走行特性,加減速,

着床状態などの諮特性について調べておき,異状がある場合は関連

回路の調査の手掛りとしておくことが必要である｡

4.3.1かご内閲係の保守

(1)運転盤の操作は正確に行なわれるか｡

運転方式により,押ボタン式,ノ､ンドル式,レバー式などそれ

ぞれ器具も異なるが,ボタンの動作,接点接触状態,フィンガー

の摩耗,セグメント滑動面の摩耗,各ランプ煩などについて点検

し,正確な動作を保持するように調整する｡盤内部の精密点検は

常時点検のほかに,要すれば6箇月に1凹程度フェースプレート

をほずして徹底的にブラッシングまたはブロワをかけて清掃とあ

わせて行なうことが必要である｡

(2)照明ランプの不点灯,反射板ルミパネルなどのよごれ,ま

たほ破損しているものはないか,チョークの過熱または電磁音の

出ているものはないかなどを点検する｡

非常灯ほ建屋バッテリ電源使用のものと乾電池使用のものとあ

るが,乾電池式の場合は電源容量の確認が必要である｡また非常

灯の取り付けられてないエレベータについては取付けを奨め,特

に自動エレベータについては極力取付けることが必要である｡
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ん3.2 安全装置(キャッチ機構)の保守

(1)かごつまみ装置である安全装置は,定格速度により,クラ

ンプ式,ローラキャッチ式,ウェッジキャッチ式があるが,これ

らの装置は常時動作するものでほなく,非常の際に動作する重要

な安全装匠であるから,いかなる場合でも動作できるように整備

しておくことが必要である｡

ん3.3 ドア関係の保守

(1)ドア開閉動作は円滑に行なわれるか｡

ドア開閉には手動方式と電動方式があり,また開閉力式もアッ

プスライデソグ方式,センターオープニング方式など教程短あり,

ドアマシンにも数種類あるが,開閉動作の円滑性は乗F)ごこちに

及ぼす影響が大きいので,最良の開閉動作を持続するように点検

調整を行なうことが必要である｡開閉速度が早過ぎるとかごに横

振れを与えたり,リンク関係の摩耗を早めることになる｡ドアモ

ータ,ドアマシンスイッチ,係合装筐,クローザ,ハンガーレー

ルとローラ,ドアロックマグネットなど各部の点検手入れをする｡

これらはいずれもドア開閉動作を円滑にするために連携動作を行

なうものであるから,細部にわたって∴てミ検する必要がある｡

(2)ドア手動開放装琵の動作確認｡

手動開放装E酌ま非乍;号の際のドア開放に使用するものであるか

ら,いかなる場合でも使用できる状態に保守することが必要であ

る｡また手動開放した場合にエレベータが起動しないことも確認

する｡

(3)セーフティシューの動作確認｡

日動エレベータのドアには開閉安全装置としてセーフティシュ

ーが取り付けられているが,電動ドアにおいてしまりかけたドア

に人または物がはさまりかける前に戯作し,日動的にドア反転し

て開ぐ安全装挺である(〕セーフティシューには機械装琵によるも

のと,乗客が近づいたことを電端的に検出して動作するエレクト

ロ ドア セーフティとがあるが,いずれも使用ひん度の高い重要

な安全装粁であるので,確実な動作を持続する点検調整が必要で

ある｡エレクトロ ドア セーフティは超高層ビル用などの高級な

全山動エレベータに用いられ,高感度の安全性の高いものである

が,精密な点検調整を必要とするもので,調整基準に従って行な

うことが肝要である｡

かごにはこれらのほかに,ケージ プーリ,昇降胎動を助ける

ガイド シュー,オイラーなど点検調整を要する部分が多々ある

がノ､!二く検は棟旨旨のすべてにわたって行なう必要がある｡

第5図にドア点検状況を示す｡

4.4 出入口関係の保守

各階の出入口はエレベータの玄関であり,開閉動作とあわせて点

匠的な面からも注意した点検が必要である｡

(1) ハッチドア開閉動作の点検

ドア開閉動作,ドアつり状態,シューの摩絶 ドアレー/し,ケ

ージ係合子と係合板の掛り具合などを点検し給油を行なう｡リン

ク関係に摩耗はないか,一文字リンクにわずかなくずれがあって

も外部からドアを開放される危険があるので注意が必要である｡

ドアシルの清掃は管理者側で行なうものであるが,シルに靴釘

などの異物がはさまると開閉動作の障害となるので保守作業のつ

ど手入状況を確認し,必要とあればバキューム クリーナなどに

よる清掃を実施することも必要である｡

(2)ドアロックスイッチの動作点検

接点接触状態は良いか｡多少の振動で接点が離れないように調

整する｡またロックした状態で外部より衝撃を加えてもドアが開

かぬことを確認する｡
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第5図 ドアマシン点検作業

(3)ハッチ ボタンの動作ノこく検

ボタンの動rFは確実に行なわれるか｡ランプ付のものはランプ

の点灯も確認する｡全自動群管理などの高級エレベータにおいて

はエレクトロ ボタンが使用されているが,きわめて高感度に動

作するものであり,特性の確認は調整基準に従って行なうことが

必要である｡

出入l+関係には卜述のはかにインジケータなどあるが本稿では

省略する｡

4.5 塔内関係の保守

昇降路内部には各種の安全装置,そのほか重要な機器が設けられ

ておi),点検調磐ほ昇降するかご上または昇降路底部で行なう危険

を伴う作業であり,安全にほ特に留意して確実に行なうことが必要

である｡

(1)リミット スイッチの点検

スイッチ動作は確実に行なわれるか｡接点の接触状態などを瓜

検する｡またスイッチのワイプは基準値を保つように調整する｡

(2)スロー ダウン スイッチの点検

スイッチ動作は確実に行なわれるか｡アームの復帰,扇形ギヤ

の厚紙,ローラの卜‾+転 塔内カムの取付状態などを点検し調盤す

る｡なおAVエレベータのスロー ダウン スイッチは精密調整

が必要であり,調薬基準値に基づいて行なうことが必要である｡

(3) ランディソグマグネッl､およびマグネットリレーの保一､1:

ランディソグ マグネット,マグネット リレーともに着抹用

に動作させるものであり,重要な部分であるから‾fE常動作の確認

が必要である｡ランディソグ マグネットほ着床時に忙しく対向

して動作するものであり,それ以前に動作する場合は相の接続違

いなどの原凶によることがある｡可動側と固定側のギャップ,コ

アの取付けゆるみ,電磁音の出ているものほないかなどを点検す

る｡またAV形エレベータのマイクロ用ランディングはみだりに

調軽してはならない｡

マグネットリレーおよび誘導仮の取付調矧ま基準値にセットさ

れているか｡接点摩耗ほ変化に応じた調繋が必要である｡接点ス

トローク,ワイプ,可動子の動作,誘導板のリレー部とヨーク部

に対する間隔など基準値に基づいて点検調整を行なう｡
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(4)ロープ関係の点検

ロープに摩耗および素線の破断はないか｡

メインロープおよぴガバナーロープは積載量により径の異なる

ロープが使用されるが,ロープは使用状況に応じて摩耗するもの

である｡使用ひん慶の差により摩耗進行の差ほあるが,摩耗の進

みによる素線の破断,スリップなどを未然に防止するため定期的

な点検が必要である｡ロープほ減径10%,またほ1構成より線の

うち素線の破断が4本以上発生した際には取替える必要がある｡

一般事務所,ビルにおいては4～5年の周期で取替えるのが標準

である｡またロープの延びが規定値以上となったものの切詰めを

行なうことも必要である｡なお各ロープのテンションは均一であ

るように調整する｡

(5)レール関係の点検

レール取付ブラケットのゆるみほないか｡給油ほ良いか｡

レール滑動面ほ最良の滑動が得られるような保守が必要であ

り,ジョイソト部の接合状態,キャッチのきずなどに対しては完

全なすり合わせを行ない,オイラーからの給油が円滑に行なわれ

るように詞察する｡

塔内にほ上述のほかにテールコード,ジャンクショソ ボック

ス,バップ7,カウンタ ウェイト,ウェイト プーリなど種々

な機器と配線関係などがあり,保′､1三点検を要する部分が多々ある

が,予防保守を確立するためには効果的な正しい保守を確実に行

なうことが必要である｡

5.管羊聖者による保守管理

管理者による保守管理は使用上の管押,保′守上の管理,安全上の

管理とに分類されるが,安全を確保しエレベータの真価を発揮させ

るためには,専門技術者のメンテナンスとともにこれらを総括した

1Eしい管理が必要である｡

5.1使用上の管羊聖

納入されたエレベータの使用状況ほ正しい取扱いがなされている

かを管理し,誤った使用がなされている場合ほこれを防止しなけれ

ばならない｡また納入当時と使用状況が異なり運転に支障をきたす

ような状況変化が起きた場合は,使用状況にあわせた合理的な改造

を行なうことも必要である｡近年急速な普及を示している自動エレ

ベータにあっては乗客白身が運転操作を行なうので,乗客に対する

操作訓練も必要であり,不必要なボタンの乱用,しまりかけている

かごへの割込み,定員超過などいずれも危険を含んでおり絶対に避

けさせなければならない｡自動エレベータにおける非常ボタンなど

の誤操作によるストップ事故ほ全故障件数の50%を占めており,乗

客自身が正しい取扱いを寸ることが最も大切なことである｡また荷

物用エレベータほ法令により乗客を運ぶことを禁止されており,積

載量の超過を防止するためiこも特定者以外の操作を禁r卜することが

重要なことである｡

5.2 保守上の管‡哩

毎Rの運転状態のほ握は重要な管理方法であり,運転開始前およ

び終†後に数岨試運転を行ない,運転上支障がないことを確認し,

かご内および出入口関係の清掃を行なうことが必要である｡運転中

なんらかの異状を発見した場合ほただちにメンテナンス専門技術者

に連絡をとり,迅速な対策を行ない,正常復帰を確認したうえで再

稼動運転にはいることが委棄である｡原因の追求が足りないままに

仮対策で再稼動運転にはいるようなことがあってはならない｡

5.3 安全上の管ヨ彗

エレベータほ建築基準法,労働基準法などの関係法規により構造

上の安全が規制されているが,これらの法令に基づいて行政官庁の

二女全性能検査が年1回行なわれ,安全維持は管理者に義務づけられ

ている｡検査を受けた後は検査結果を十分には握して不備な箇所に

対してはただち8こ責任部署に連絡することが必要である｡官庁検査

と並行して専門技術者の保′､1:検査が官庁検査の予備検査として行な

われるが,保守検査の時点で不良箇所の修理を完了させておくこと

が最も良策である｡運転者,乗客に対する取扱いの訓練とあわせて,

事故時,火災,地震などの災害時の処置方法についても訓練してお

くべきである｡また,火災や地震が生じたときにはエレベータの使

用を禁ILすることが原則であり,被災後の再使用にあたっては専門

技術者の精将な点検と処置により完全復旧し,使用すべきである｡

d.結 ロ

日立エレベータは最近のビルの発達とともに,構造,性能とも新

しい方式が開発されているが,その機能を十分に発揮させるために

はメンテナンスを十分にすることがきわめて重要なことである｡し

たがって,事故の絶無とさらに長寿命化を図る予防保寸の確立が保

守管理の目的であり,高度の技術を必要とするものである｡われわ

れほ今後とも技術の革新と研讃に務め,より効果的な保守管理の達

成を念醸としているが,使用者,管理者の各位におかれても保守管

理の重要性を認識され,適切な取扱いがなされることをお願いする

次第である｡本文が管理技術にいささかでも参考となれば辛いであ

る｡
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